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原　著

１．緒言
　乳幼児期において扱いにくい気質特徴を示す子ど
もであった場合，母親の育児不安は高まることが指
摘されている1）．気質特徴とは，体質的な基盤をも
ち，個人の行動特徴に一貫性をもたらす，ある程度
の発達的連続性をもち，発達初期から明らかになる
個人差と考えられている．水野2）は，発達心理学領
域における気質概念を整理し，体質的なものである
こと，乳児期にあらわれ，ある程度の発達的連続性
をもつこと，客観的に判断できる個人差であるこ
と，環境の影響を受けて変化しうると考える点が共
通した気質概念であるとしている．しかし，気質特
徴が観察可能な行動特徴として表現されると理解す
るならば，気質特徴そのものが変化するというより
も，環境との相互作用の結果，表現される行動が変
化すると理解することも可能である．つまり，子ど
もの気質特徴は，子どもに対する養育者の関わり方
によって変化する，養育者と子どもとの間の相互作
用の中で示される行動特徴と考えられる．

　武井ら3）は，養育者が日常生活のなかで子どもの
気質特徴をどのように認知しているかを明らかに
し，そのなかの特定の気質特徴が養育者の育児不安
や育児ストレスを高めることを明らかにした．さら
に武井ら4）は，養育者の育児不安を低減するために
は，子どもの気質特徴に適合した育児行動が出来る
という育児自己効力感を高めることが重要であると
指摘している．養育者の育児自己効力感が高まり，
育児不安が低減すれば，養育者の子どもへの関わり
方は健全なものとなり，養育者と子どもの相互作用
の中で示される子どもの気質特徴も適応的に発達し
ていくと考えられる．
　養育者の育児に対する自己効力感を高める具体的
な関わりのひとつとして，ベビーマッサージがある．
母親が行うベビーマッサージは，自然に我が子と触
れあうことができ，その行為自体が母子相互作用を
高める。さらに，ベビーマッサージ体験がある母親
の育児不安や育児ストレスは，その体験がない母親
よりも低い5）．ベビーマッサージによって，母親は
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要　　　約

　本研究の目的は，養育者が子どもの気質特徴に適合したベビーマッサージを体験後，育児をする上
でどのような気づきがあるのか，また自分自身や子どもの変化に対する認識にどのような影響を及ぼ
すのかについて，子どもの気質特徴の2つのタイプ別に明らかにし，子どもの気質特徴に適合したベ
ビーマッサージのより効果的な導入方法を提案することである．回答が得られた61名を分析した結果，
気質特徴によらず，子どもの特徴への気づきにつながり，自身がどのように子どもに関わるかについ
て考えるきっかけになること，育てにくい，扱いにくい気質特徴を示す子どもの養育者においては，
子どもの気質特徴を踏まえた育児行動につながること，育てやすい，扱いやすい気質特徴を示す子ど
もの養育者においては，子どもの気質特徴を意識しながらも育児行動全般を見直すことが示唆された．
養育者が子どもの気質特徴に適合したベビーマッサージを体験する際には，子どもの気質特徴の違い
によって，異なる提案の方法が可能であることが明らかとなった．
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子どもの性質をより正確に感じ取ることができ，
タッチを通して子どもの心と体の不調を感じ取れる
などの効果がある6）．ベビーマッサージを通した触
れ合いにより，親には「育てる力」が育まれる7）．
　武井ら8）は，養育者が気質特徴に適合したベビー
マッサージを自身の子どもに実施する体験をする
と，その後の1ヶ月の間に，母親の半数以上が日常
生活の中で，毎日あるいは2日に1回程度は，自身の
子どもにベビーマッサージを実施するようになるこ
とを明らかにしている．また，子どもの気質特徴に
適合したベビーマッサージは，養育者の育児認識に
肯定的な効果をもたらし，肯定的な育児行動につな
がるだけでなく9），ベビーマッサージの実施頻度が
低くても，養育者の育児自己効力感を高め，育児不
安を低減することが明らかとなっている8）．つまり，
気質特徴に適合したベビーマッサージは日常生活に
取り入れやすく，かつ取り入れる頻度や実施する時
間帯によらず，養育者の育児自己効力感を高め，育
児不安を低減させる育児行動であると考えられる．
　武井ら8）は，子どもの気質特徴を2つのタイプに
分類し，気質特徴に適合したベビーマッサージが日
常生活の中で養育者が抱く育児不安，育児自己効力
感にどのような影響を与えるのかを明らかにした．
武井ら8）が分類した気質特徴のタイプの1つは，癇
癪が激しく，不機嫌など否定的な感情を激しくあ
らわし，新しい環境や人に慣れにくく，臆病で大
人しい気質特徴であった．また，もう1つのタイプ
は，穏やかで機嫌がよく，人見知りをせず，積極的
で，身体を使った活発な遊びや人と遊ぶことを好む
気質特徴であった．癇癪が激しい気質特徴は，養育
者の育児不安を高めることが指摘されている3）．ま
た，養育者が子どもを扱いにくいと認知する主な理
由は，環境への慣れにくさ・過敏さ，反抗，自己主
張だと報告されている10）．つまり，武井ら8）の研究
で分類された前者の気質特徴のタイプは，養育者に
とって“育てにくい，扱いにくい”と認知され，養
育者の育児不安を高める気質特徴と考えられる．一
方，武井ら8）の研究で分類された後者の気質特徴の
タイプの子どもは，養育者にとって“育てやすい，
扱いやすい”と認知される気質特徴をもつ子どもだ
と考えられる．武井ら8）の調査では，これらの全く
異なる2つの子どもの気質特徴のタイプのどちらに
おいても，母親が子どもの気質特徴を理解し，子ど
もの気質特徴に適合したベビーマッサージを体験す
ることは，育児に対する漠然とした不安および子ど
もや養育に対する忌避感情といった育児不安を低減
させること，子どもへの接し方についての育児効力
感を高めることが明らかにされている．

　一方，子どもの特徴によって異なる困難感を感じ
る養育者に対しては，それぞれの子どもの気質特徴
に適合した関わりを助言するなどの支援をする必要
があると指摘されている3,4）．つまり，育てにくい，
扱いにくい気質特徴と育てやすい，扱いやすい気質
特徴という2つの異なる気質特徴を示した場合，養
育者にはそれぞれの気質特徴に適合した関わりにつ
いて助言をする必要がある．武井ら8）の研究におい
ても， 育てにくい，扱いにくい気質特徴のタイプの
子どもの養育者と育てやすい，扱いやすい気質特徴
のタイプの養育者には異なるベビーマッサージが提
案されている．結果的には養育者の育児自己効力感
と育児不安に対しては，育児に対する漠然とした不
安および子どもや養育に対する忌避感情を低減させ
ること，子どもへの接し方についての育児効力感を
高めるという同様の効果が認められたが，それぞれ
どのように気質特徴に適合したベビーマッサージを
体験し，子どもへの効果を認識したのかについては
明らかになっていない．子どもの気質特徴に適合し
たベビーマッサージを体験することで，養育者が育
児をする上でどのような気づきがあるのか，また養
育者自身や子どもの変化に対してどのような認識を
抱くのかについて，子どもの2つの気質特徴別に検
証することは，子どもの気質特徴の違いによって異
なる困難感を抱く養育者に，気質特徴に適合したベ
ビーマッサージを効果的に導入するための提案や助
言を可能にすると考えられる．そこで，本研究は0
歳から3歳までの乳幼児を育てる養育者を対象に，
育てやすい，扱いやすい気質特徴と育てにくい，扱
いにくい気質特徴という2つの気質特徴をとりあげ，
それぞれの気質特徴に適合したベビーマッサージを
体験後に，養育者がどのように認識したかを明らか
にし，より効果的な気質特徴のタイプごとの適切な
導入方法や助言内容を検討することを目的として実
施する．

２．方法
２．１　調査期間
　平成28年8月～平成30年3月にA市内にある子育て
広場とB市および C市にあるベビーマッサージサロ
ンで実施した．
２．２　被調査者
　A市にある大学の子育て広場を利用する母子およ
び自身の子どもにベビーマッサージをする目的で B
市および C市のベビーマッサージサロンに来所した
母子のなかで参加協力が得られた0歳から3歳児とそ
の母親85組であった．参加申込み時の母親の平均年
齢は33.6歳（SD4.20），子どもの平均月齢は13.35ヶ
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月（SD6.78）であり，男児48名，女児37名であった．
このうち，気質特徴に適合したベビーマッサージ教
室に参加し，かつ1ヶ月後に回答するよう求めたア
ンケートを含む全てのアンケートに回答した61組が
分析対象であった．
２．３　調査内容
２．３．１　幼児気質質問紙
　武井ら11）によって作成された幼児気質質問紙を使
用した．具体的内容は，子どもの最近の状態（この1ヶ
月）についての回答を求めるものであり，否定的感
情反応尺度（9項目），神経質尺度（10項目），順応
性尺度（6項目），外向性尺度（8項目），規則性尺度
（7項目），注意の転導性尺度（7項目）の6尺度47項
目で構成される．各尺度の回答は，「1：全くみられ
ない」「2：ほとんどみられない」「3：時々みられる」

「4：いつもみられる」の4段階で評定された．なお，
各尺度の評定が高いほどその気質特徴を強く表わす
子どもであることを示すが，順応性尺度においては，
得点が高いほど順応性の気質特徴を強く表わさない
ことを示す．
２．３．２　自由記述質問紙
　「気質質問紙の結果をふまえ，最近のお子さんの
気質特徴についてどのように思われていますか」（設
問1），「気質特徴に適合したベビーマッサージのレッ
スンを受けて，何か気づかれたことや，分かったこ
とがありましたか」（設問2），「気質特徴を知って，
プログラムを受けて，ご自身やお子さんに変化はあ
りましたか．例えばよかった点や，少し頑張った点
などを教えてください」（設問3）という3つの質問
項目について回答を求めた．
２．４　手続き
　A市では子育て広場，児童館そして保育園，B 市
とC市ではベビーマッサージサロンの責任者に調査
について説明し，署名で同意を得た後，同意を得
られた施設に実施日の約1ヶ月前にチラシを貼るな
どして参加募集を行った．参加募集のチラシでは，
調査対象となる子どもの年齢が原則2歳までである
こと，気質質問紙や育児に関わる質問紙などへの回
答を求めること，調査の内容および調査の流れ，調
査日時，調査場所，申込み方法などを説明した．参
加申込みのあった対象者に研究協力のお願い，同意
書および同意撤回書，幼児気質質問紙を手渡し，同
意書および2つの質問紙に回答を求めた．以上の手
続きを経た親子を対象に，1回に8組程度までで，A
市内にある子育て広場，B市およびC市にあるベビー
マッサージサロンで，1時間程度の気質特徴に適合
したベビーマッサージの教室を1回実施した．教室
では，養育者に子どもの気質特徴について簡単に説

明を行った後，養育者が回答した幼児気質質問紙の
結果に基づき，書面にて個別に子どもの気質特徴の
結果をフィードバックした．その後，40分程度のベ
ビーマッサージを実施した．ベビーマッサージは簡
単に概要と効果を説明後，予備調査の結果9）を参考
に武井ら12）が作成した気質特徴に合ったベビーマッ
サージの内容を，各気質特徴と気質特徴に合ったベ
ビーマッサージを紹介する15ページのパンフレッ
ト形式の My ふれあい Book を用いてインストラク
ターが養育者に伝えた．具体的には，6つの気質特
徴ごとに，各気質特徴が高い場合と低い場合に分け
て，くびからこしのなでおろしのマッサージ，おな
かのマッサージ，むねのマッサージ，あたまのマッ
サージなど，各気質特徴に適合したベビーマッサー
ジの仕方やポイントをインストラクターが養育者に
伝え，養育者自身が自身の子どもにベビーマッサー
ジを行った．気質特徴に適合したベビーマッサージ
の体験1ヶ月後に養育者に自由記述質問紙への回答，
返送を求めた．
２．５　分析方法
　武井ら8）の結果に基づき，子どもの気質特徴をク
ラスター分析によって2つのタイプに分け，気質特
徴に適合したベビーマッサージ教室体験後の育児認
識についての自由記述を整理した．得られた2つの
気質特徴タイプごとに，自由記述質問紙より得られ
た回答について，養育者がどのように気質特徴に適
合したベビーマッサージを体験し，子どもへの効果
を認識したのかについて明らかにするために，設問
2と設問3について自由記述の内容を整理した．自由
記述は KJ 法によって分析を行った．分析は心理学
を専門とする大学教員3名で行った．
２．６　倫理的配慮
　本研究は川崎医療福祉大学倫理委員会の承認を受
けた（承認番号16-021号）．「研究協力のお願い」の
文書には，得られたデータは厳重に保管し，研究以
外の目的で使用しないこと，個人が特定されること
はないことを明記した．

３．結果
３．１　気質特徴の違いによるタイプ分け
　武井ら8）の結果に基づき，6つの子どもの気質特
徴について，Ward法によるクラスター分析を行い，
2つのタイプに分類した．気質特徴クラスター1（以
下 C1）は38名であり，気質特徴クラスター2（以下
C2）は23名であった．C1と C2の気質特徴を確認す
るため，クラスターを独立変数，6つの気質尺度得
点を従属変数とする対応のないt 検定を行った（表
1）．結果，否定的感情反応尺度および順応性尺度に
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おいて，C1が C2よりも得点が有意に高かった（否
定的感情反応；t（46）=3.68，p<.001，順応性；t（59）
=7.55，p<.001）．また，外向性尺度において，C2が
C1よりも有意に高かった（t（59）=3.75，p<.001）．
神経質尺度，規則性尺度，注意の転導性尺度につい
ては，C1と C2で尺度得点に有意な差は認められな
かった．つまり，気質特徴のC1は，癇癪が激しく，
不機嫌など否定的な感情を激しくあらわし，新しい
環境や人に慣れにくく，臆病で大人しい気質特徴を
示す子どものグループであり，いわゆる育てにくい，
扱いにくい気質特徴を示すと考えられた．C2は，
穏やかで機嫌がよく，人見知りをせず，積極的で，
身体を使った活発な遊びや人と遊んだりすることを
好む気質特徴を示す子どものグループであり，いわ
ゆる育てやすい，扱いやすい気質特徴を示すと考え
られた．
３．２　�気質特徴の違いによるベビーマッサージ体

験後の養育者の気づきや思い
　自由記述質問紙より得られた回答について，育て
にくい，扱いにくい気質特徴（C1）の38名と育て
やすい，扱いやすい気質特徴（C2）の23名の養育
者に分けて，子どもの気質特徴に合ったベビーマッ

サージを体験した後の気づきや思いについて，自由
記述の内容を整理した（表2）．
　自由記述の内容について，KJ 法を用いて分類し
た結果，合計15のカテゴリーが生成された．C1の
子どもと，C2の子どもに共通したカテゴリー数は
10であった（表2）．またC1独自のカテゴリーは3つ， 
C2独自のカテゴリーは2つであった．共通したカテ
ゴリーについては，“寝る前にベビーマッサージを
…がんばって続けていこうと思う”（C1），“マッサー
ジは継続し，二人だけのふれあいの時間は大切にし
ていこうと思います”（C2）等，【日常生活への取
り入れ】や，“…できるだけそばにいて目をみて話
しかけるようになった”（C1），“…大らかな気持ち
で向き合えることが増えました”（C2）等，【子ど
もへの関わり方の変化】があった．また，“スキンシッ
プの時間が増えました”（C1），“スキンシップでお
互いに心が落ち着くような気がしました”（C2）等，
【親子でふれあう時間の大切さへの気づき・増加】や，
“…泣く回数が減った”（C1），“…子供の笑顔が増
えて，声を出してよく笑うようになった気がします”
（C2）等，【子どもの行動の変化】，“…教えてもらっ
てよかった”（C1），“…このように本人にあった気

表１　各クラスターの気質特徴の平均値および標準偏差

表２　KJ法による気質特徴タイプ（クラスター）ごとの自由記述の分類
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質に沿って出来るベビーマッサージはその効果が2
倍も3倍も違うと感じました”（C2）等，【本マッサー
ジへの肯定的評価】が見られた．さらに“…「また
動いて」…と疲れていたけれど，「気質なんだよ」
と前向きにとらえようと…”（C1），“…気付いてい
なかった彼の良いところに気付くことができたと
思っています”（C2）等，【子どもへの見方の変化】
や，“お尻が冷えていることが分かった…”（C1）， 
“…先生に〝少し冷え症″と教えていただき，家で
もケアをするようになりました”（C2）等，【子ど
もの体の冷えへの気づき】や，“「外向性」や「注意
の転導性」の得点が高く意外…”（C1），“思いのほか，
切りかえのはやさがきわだっていたので，なるほ 
ど～♪と思いました”（C2）等，【子どもの気質へ
の注目】があった．そして“…前以上に距離が縮まっ
たような気がします”（C1），“子供との距離が近く
なり，何を言っているのかなんとなく分かるように
なりました”（C2）等，【親子関係の肯定的変化】や，
“…私自身が育児に対して少し自信が持ててきたよ
うに思います”（C1），“…少し子供によりそった子
育てができそうな気がして自信が少しつきました”
（C2）等，【育児に対する自信向上】という記述が
見られた．
　このように同じカテゴリーが見られたものの，そ
の回答の割合はクラスター間で異なっていた．例え
ば，本マッサージの【日常生活への取り入れ】につ
いての養育者の報告の割合は，C2では10.91%であっ
たが，C1の子どもでは21.36%とC2の子どもの約2倍
であった．また，【子どもの体の冷えへの気づき】
についての養育者の報告は，C1の子どもでは3.88%
であったのに比して，C2の子どもでは1.81%であっ
た．
　C1の子どもの独自のカテゴリーについては，“足
があたたまると気持ち良さそうにしていた”（C1）
等，【本マッサージへの子どもの肯定的反応】や，
“…なかなか思うようにレッスンがうけられません
でした”（C1）等，【本マッサージ実施の困難さ】，“イ
ンストラクターの先生に…大変さを共感してもらえ
たことがうれしかった”（C1）等，【インストラクター
との交流に対する肯定的評価】という記述が見られ
た．一方， C2の子どもの独自のカテゴリーについて
は，“…子どもとゆったりした気持ちで向き合えて
いない時もある，ということに気付きました”（C2）
等，【これまでの育児全般の振り返り】や，“まだ背
中，おなかマッサージをしだして，変化までは見あ
たらないです”（C2）等，【変化なし】という記述
が見られた．
　以上の結果から，育てにくい，扱いにくい気質特

徴（C1）の子ども，育てやすい，扱いやすい気質
特徴（C2）の子ども，どちらの養育者も，本ベビー
マッサージを受けたことで，子どもへの見方や関わ
り方という側面において育児認識が変わったことを
報告していた．しかし，育てにくい，扱いにくい気
質特徴（C1）の子どもの養育者は，特に本マッサー
ジを子どもへの具体的対応の一つとして日常生活に
取り入れたり，取り入れたいという希望を報告して
いた．一方で，育てやすい，扱いやすい気質特徴（C2）
の子どもの養育者は，本マッサージがこれまでの育
児全般を振り返るきっかけになっていた．

４．考察
　本研究は，育てやすい，扱いやすい気質特徴と育
てにくい，扱いにくい気質特徴という2つの気質特
徴のタイプをとりあげ，それぞれのタイプに適合し
たベビーマッサージを行うことで，養育者が育児を
する上でどのような気づきがあるのか，また養育者
自身や子どもの変化に対してどのような認識を抱く
のかを明らかにし，より効果的な気質特徴のタイプ
ごとの適切な導入方法や助言内容を検討することを
目的として実施した．
　とりあげた2つの気質特徴の具体的な内容は，癇
癪が激しく，不機嫌であり，新しい環境や人に慣れ
にくい気質特徴を示す，育てにくい，扱いにくいタ
イプと，機嫌がよく，積極的で，活発な身体を使っ
た遊びを好み，他者と遊んだりすることが好きな気
質特徴を示す，育てやすい，扱いやすいタイプであ
る．自由記述の結果からは，育てにくい，扱いにく
い気質特徴を示す子どもの養育者においてのみ，当
日マッサージをすることが困難だったという記述が
見られ，養育者がなんらかの方法で関わろうとして
も，関わりにくいという子どもの特徴が表れている
可能性が考えられた．しかし，養育者自身が関わり
にくいと感じている可能性が考えられる一方で，気
質特徴に適合したベビーマッサージを体験した後に
は，育てにくい，扱いにくい気質特徴の子どもの母
親は，特に子どもへの具体的対応のひとつとして日
常生活のなかに実際に取り入れたり，取り入れたい
という希望を報告していた．つまり，育てにくい，
扱いにくい気質特徴を示す子どもの養育者の場合，
育てにくい，扱いにくい気質特徴を示すために，気
質特徴に適合したベビーマッサージを体験後，子ど
もへの新たな対応のひとつとして取り入れるように
なると考えられる．また，育てにくい，扱いにくい
気質特徴を示す子どもの養育者には，子どもの身体
の冷えについての記述がより多く見られた．これま
で，気質特徴は，子どもの行動特徴という点から検
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討されてきたが13），本結果から冷えという身体的側
面からも捉えられる可能性が示唆され，気質特徴に
適合したベビーマッサージを実施することによって
どのような効果があるのかを検証する必要があると
考えられる．
　一方，育てやすい，扱いやすい気質特徴の母親に
おいては，気質特徴に適合したベビーマッサージが
これまでの育児全般を振り返るきっかけになってい
た．育てやすい，扱いやすい気質特徴を示す子ども
の養育者の場合は，気質特徴に適合したベビーマッ
サージの体験をきっかけとして，これまでの自分自
身の育児全般を見直すようになると考えられる．
　さらに，育てにくい，扱いにくい気質特徴の子ど
もの養育者も，育てやすい，扱いやすい気質特徴の
子どもの養育者も，気質特徴に適合したベビーマッ
サージを体験したことで，子どもへの見方や関わり
方という側面において認識が変わったことを報告し
ていた．つまり，気質特徴によらず，気質特徴に適
合したベビーマッサージを体験することによって，
子どもの特徴への気づきにつながること，自身がど
のように子どもに関わるかについて考えるきっかけ
になると考えられる．
　以上のことから，子どもの気質特徴によらず，気
質特徴に適合したベビーマッサージは，子どもへの

見方や関わり方という側面において認識を変化させ
る可能性があることを伝え，“育てにくい，扱いに
くい”気質特徴を示す子どもの養育者の場合には，
より積極的に子どもへの具体的対応方法のひとつと
して提案すること，“育てやすい，扱いやすい”気
質特徴を示す子どもの養育者の場合には，気質特徴
に適合したベビーマッサージをきっかけに育児全般
について振り返ることや考えるきっかけとして提案
してくことによって，取り組みを促進したり，スムー
ズに導入できるのではないかと考えられる．
　本研究によって，日常生活のなかで養育者が抱く
育児不安や育児自己効力感に一定の効果をもたらす
子どもの気質特徴に適合したベビーマッサージを効
果的に導入するための示唆を得ることが出来た．し
かし，本研究では育児不安や育児自己効力感の肯定
的変化が生じるメカニズムが，子どもの気質特徴に
よって異なるのか否かは検討できていない．また，
通常のベビーマッサージと比較して子どもの気質特
徴に適合したベビーマッサージが，気質特徴の違い
によって，養育者にどのような気づきを与えるのか
については明らかにできていない．今後，これらの
点について検討を進めていく必要があると考えられ
る．
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Effects of Baby Massage Tailored to Each Child’s Temperament Traits on 
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Abstract

　This study examined the effects of caregivers experiencing baby massage suitable for each child’s temperament 
traits on parents’ awareness in raising children and recognizing changes in themselves and their children, depending 
on the two types of temperament traits, and aimed to propose effective introduction methods of baby massage. 
Results of analyzing 61 respondents indicated that they developed an awareness of their children’s characteristics, 
which allowed them to think about how they should interact with their children, regardless of the temperament 
traits. Parents having children with difficult to handle temperaments tended to raise children based on the child’s 
temperament traits, whereas parents having children with easy to handle temperaments tended to review general 
child-rearing behaviors while being conscious of the child’s temperamental traits. It was concluded that different 
methods of introduction should be adopted when caregivers experience baby massages suitable for each child’s 
temperamental traits, based on their temperament traits.
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